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2.自動製図プログラムの構築について

頭脳担当

Visual Basic

作図実行担当

AutoCADLT

任意の数値
を入力する

入力された寸法
の図が作成される



2-1自動製図プログラムを実行してみる・・・



中身は？

右のようなイメージの
図を作る。

実際にそれらの座標
を設定。

プログラムを書く。



3.電子計算書の構築について

設計計算担当

＝エクセル

計算書の文書作成

＝ワード
計算結果を
ワードに送信

＝リンク貼り
付け

＝自動的に
更新される



電子計算書を実行してみる・・・



使い方



4-1.考察（自動製図）

より複雑な図を作成するコードを記述
するまでには至らなかった

3．で示した電子計算書からのデータ自
動入力を実現すれば，基本的には自動
製図は可能である



4-2.考察（電子計算書）



5.終わりに

表計算ソフトにおける設計計算の結果
を反映させて半自動的に電子設計書を
作成するシステムの構築はほぼ完成し
た

半自動製図をするシステムについては
基本的な動作確認にとどまった

これについては今後の課題としたい
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